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実
施
す
る
時
聞
が
午
後
六
時
か
ら
一
福
寺
、
弥
動
寺
、
矢
上
、
草
栂
一
学
校
区
部
落

八
時
ま
で
と
珂
聞
に
亘
り
ま
す
の
一
八
月
十
円
H
竹
松
小
鬼
橋
、
大
一
八
月
二
十
一
日
H
西
大
村
申
桜

で
事
故
防
止
の
た
め
に
な
る
べ
く
一
川
田
、
堺
町
、
原
口
、
原
口
住
一
馬
場
、
松
並
、
昭
和
通
、
松
山

生
徒
に
ご
同
行
く
だ
さ
る
よ
う
父
一
宅
、
子
供
の
家
、
竹
松
本
町
、
一
西
小
路
、
古
賀
島
、
杭
出
棒
、

一兄
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
ね
一
小
路
口
、
竹
松
住
宅
一
水
回
、
古
町
、
古
町
住
宅

は
発
き
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
一
お
と
た
ら
ぬ
乙
と
。

↑が
い
し
ま
す
。
一
八
月
十
一
言
日
今
村
公
民
館
硯
一
八
月
二
十
二
日
H
西
大
村
中
古

ま
す
。
日
本
脳
炎
は
蚊
が
媒
介
し
一
ム
予
防
接
種
巻
励
行
す
る
こ
と。

一

な
お
、
検
診
刷
日
は
、
つ
ぎ
の

一

出
石
、
議
、
申
襲
撃
、
一
町
五
、
六
区
、
驚
晶
、
悪

ま
す
。

そ
れ
は
鳳
者
か
量
産

一ム
遊
び
す
ぎ
過
労
を
さ
け
睡
眠
栄

三

お

り

で

す

。

一

漕

陸

一

-

二

一

、

七

、

八

民

、

上

部

訪

う
時
に
血
液
の
中
の
ビ
ー
ル
ス
を
一
芝
山
充
分
に
と
る
と
ζ

一実

施

期

日

場

所

部

落

名

一八
月
十
一
一
一
日
H
一
ニ
浦
中
先
網
代
一
下
甑
肪

話

可

ぎ

に

刺

す

人

に

う

育

長

読

む

言

語

い

ね

1
1一八
一

一

一

昨

…

…

頭

打

川

町

一

日

訪

問

予

防

対

策

一
た
過
宮
ど
ば
日
本
脳
炎
に
対

一八
月
九
日
H
郡

中

沖

田

、

寿

一

般

一

植

松

こ
の
よ
う
な
と
と
か
ら
、
日
本
一
す
る
抵
抗
力
島
弱
め
ま
す
の
で

一

古
、
昔
、
黒
丸
、
宮
小
路
、
一
八
月
十
七
日
H
大
宮
大
村
小
で
八
月
二
十
四
日
H
黒
木
小
黒
木

脳

炎

の

予

防

方

法

は

一

各

人

程

居

住

意

し

病

気

に

一

窓

、

九

隠

社

宅

一

学

校

区

議

室

去

除

く

)

一

北

川

内

〈
心
肢
の
発
斗
一防
止
円
駆
除
島
徹
底

一

か
か
ら
な
い
1

よ
う
に
す
る
乙
と

一八
月
九
日
日
福
重
小
今
宮
、
立
一
八
月
=
十
日
H
一一
一誠
小
一
一
一
一
誠
小
一八
月
二
十
四
日
H
賢
一概甲

賀
一期

的
に
行
な
う
と
と

一
夏
一
休
み
中
は
子
供
述
ん
の
遊
ひ

一

一

地
区
全
般
(
黒
木
北
川
内
を
除

ム
家
昔
れ
流
行
性
脳
炎
が
発
生
レ
一
す
ぎ
に
よ
る
極
度
的
持
労
口
ど
一
川

工

)

事
室
長
、
予
防
伊
豆
充
分
に
益
し
て
く
だ
さ
い
。

日

夏

の
産
期
は
火
災
の
差
③
ご
み
焼
ぎ
な
ど
を
し
た
と
き
山
一
、

護
衛
生
課
)

-

一

川

し
や
す
い
も
の
で
す
。
火
災
予
は
後
始
末
巻
完
全
に
す
る
乙
川
一

一
山
防
i
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
点
に
と
と
。

川一

0
5
b，
t
P
R

フ

ィ

ラ

リ

ア

病

の

集

団

検

今

一川

く
-
注
意

し

て

互

主

義

④

電

話

具
の
使
用
後
は
必
ず
一

一

口
一
一
い
ド
つ
に
し
て
く
だ
さ
い
。

「
ス
イ
ッ
チ
」
あ
き
る
乙
と
…

一

七

月

水

害

隈

災

者

ま
ず
中
学
生
を

一一

夏
の
火
災
予
防

…一

救
援
義
担
金
を
募
集

フ
ィ
ラ
リ
ア
病
(
俗
象

皮
病
去
る
と
一古
う
お
そ
ろ
し

i気
で

一
川

ω言
明
は
必
ず
火
も
と
を
み
@石
油
コ
ン
ロ
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
川

一

一

、

ム
ム
堺
霊
之
町
一
丁
目

一

J

;

可

烹
わ
る
こ
と
(
蚊
寝
苦

ス

な

ど

相

官
す
る
と
き
は

…
一こ
の
た
び
県
下
各
地
会
お
そ
っ
た
一援
す
る
た
め
、
日
赤
県
支
部
県
一
定
造
酢
株
式
会
社
取
締
役
社

抗

日

お

羽

狩

A日
一

ド

野

付

幻

幻

ァ
豆

一

火
な
ど
に
も
注
意
し
て
く
だ
じ
ゅ
う
ぶ
ん
気
を
つ
け
る
を
一
一集
中
豪
雨
主

義

者
弘、

当
市
一
社
会
福
位
協
酪
告
で
は
、
臨
損
金
一

長

搭

厨
健
一
-
一

病
気
に
か
か
あ
と
、
リ
ン
パ

努

一大
村
保
髄
附
で
は
さ
し
あ
刊
一

一川

ざ

い

)

⑤

お

盆

L
ば
ち
ょ
う
ち
ん
、
ロ

山
一け
れ
い
明
日
に
れ

れ

軒

目

諮

問

野

町

村

氏

れ

竺

純

米

酢

ハ

百

本

-

は
れ
、
手
足
が
大
き
く
な
り
つ
か
一
市
内
の
即
学
審
対
象
と
し
て
実
一
一
②
子
供
の
火
遊
び
ゃ
打
K
げ
花

l
ソ
ク
な
ど
の
火
の
用
心
を
山
一な
い
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。

↑
ア
募
金
札
つ
い
ナ
慎
震
に
情
輪
、

一ム
東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
一
ノ
一

れ

や

す

く

?

と

と

が

で

さ

く

一

施

ず

る

乙

円

り

、

一
工

に
注
意

Z
Z
E
E-EEE--芳
三

一丸
山
三
一

ZE--L
一
心
か
ら
お
長
い
申
し
あ
げ
主
た
し
ま
し
た
結
果
、
被
害
率

引
一

時

会

社

寿
喜
代
表
取
一

一

一

乙

れ

ら

気

の

毒

だ

隈

災

者

ラ

竺

な

か

っ

た

万

五

御

理

解

に

基

き
一

締

粉

社

長

深

沢

虎

男

一

一

一

自

発

的
な
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
一

一

一

た

ば

こ

は

市

内

の

小

売

庄

で

一

乙

と

に

な

り

ま

し

た

。

と

の

主

旨

一
七
日

リ

九
日
日
奉
仕

団

一

一

一

に

御

賛

成

い

た

だ

き

ま

し

た

ら

い

一

一

一

一

一

衣

類

-

一

乙

お

り

一

生

郡

吋

似

刊

六

円

二

十

四

銭

豆

町

村

q
u目
下

ユ

戸
災
害
謀
本
部
)
一

似
一
皆
否
ん
が
毎
H
の
ん
で
お
ら
れ
一
お

り

ま

す

。

一

福

祉

畢

務

所

へ

お

届

り

く

だ

さ

る

一

大

雨

に

よ

る

災

害

に

一

l
k

ぅ
一
る
た
ば
こ
に
は
た
ば
こ
消
費
杭
が
一
乙
の
よ
う
に
而
内
の
小
売
凶
で
一ょ
う
か
願
い
い
た
し
ま
す
。

一

一

一

一

、

〆

一

も

森

林

保

険

金

が

支

ム

森
税
関
相
保
険
丘
駅
約
制
で

し
一
つ
ぎ
の
よ
う
な
劃
合
で
開
せ
ら
れ
一た
ば
乙
亭
買
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
一

ヘ

日

赤

大

村
地

区
長
J

一

一

一

一

{

}

一

あ
る
と
と
ケ
膨
民
↑
札口
際和一一
一

明
一
て
い
ま
す
。

一と
そ
の

一
部
が
市
の
般
入
と
な
る
一
/
社
会
福
祉
協
議
会
長
、

一

払

わ

れ

ま

す

十

ニ
節
度

品

急

読

め

警

ん
一
た
ば
乙
の
値
段
に
震
な
く
よ
わ
げ
で
す
。
市
定
通
勤
、

旅
行
一

鞍

浸

者

遺

家

族

に

一

、
す
る
)

や
ニ
の
た
ば
と
も
一
本
二
円
六
十
銭
二
お
出
か
け
な
と
の
場
合
で
も
穴
ば
一

お

供

物

一

森
林
国
皆
保
険
は
昨
年
四
月
J

盟

厘

に
百
分
の
十
二
の
税
忠
を
か
け
一

ζ

草

原

小

売
凶
で
買
っ
て
い

一

戦
後
十
七
回
目
の
う
A
盆
に
さ

一り
水
害
風
雲
と
に
よ
る
被
災

に

ム

今

宗

寺

需

主

義

二

た
三
十一

銭
二
匝
一
毛
が
消
時
一税一

た
だ
き
市
の
財
源
確
保
に
と
協
力
一

い
し
戦
没
者
遺
家
族
正
対
し
て
、

一も
保
険
金
カ
支
払
わ
恥
る
よ
う
に

生
し
た
山
間
れ

戸

亡
り
な
ど
の

E
で
す
。
従
っ
て
十
本
す
え
ば
一
ニ
円
一
ど
だ
き
い
。
濃
密
各
地
灰
遺
族
世
話
人
を
一政

正

さ

れ

て

い

ま

す

。

た

め

造

誌

ア

安

美

益

設

ほ
一十
て
鍛
一
座
二
十

本

の

新

生

で

六

通

じ

て

お

届

り

い

た

し

ま

す

。

一
今
度
か
収
集
呼
豪
悶
K
よ
り
、
造
し
た
も
の
e

円
二
十
四
銭
ニ
厘
と

な

り

ま

す

。

も

し

届

か

な

い

人

が

あ

り

ま

し

一林
地
に
も
宮

日
本
脳
炎
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

予
防
は
蚊
の
撲
滅
と
睡
眠

定価一部五円

婦
人
会
の

一

夏
芽
の
の
び
も
終
り
、
乙
れ
発
生
を
宋
然
に
防
ぐ
よ
う
に
し

か
ら
根
の
の
び
が
さ
か
ん
に
な
ま
し
ょ
う
。

り
ま
す
。
土
の
温
度
の
あ
が
り
今
年
植
付
の
幼
木
は
、
チ
ッ

一

す
ぎ
患
の
活
意
適
温
度
は

ソ
分
の
追
肥
グ
時
制
で
す
。
定

一

前
旬
に
引
き
つ
づ
き
、
摘
果
摂
氏
ニ
十
六
度
)
と
、
乾
燥
を
摘
し
た
も
の
で
は
、
一
本
当
り

一
の
時
期
で
す
。
果
実
が
な
り
過
防
ぐ
た
め
敷
む
ら
を
じ
ゅ
う
ぶ

硫
安
、
五
十
グ
ラ
ム
程
度
亭
施

一
ぎ
た
木
は
ぜ
ひ
摘
果
を
し
ま
し
ん
作
υま
し
ょ
う
。
幼
木
や
、

し
ま
し
ょ
ろ
。

一
ょ

う

。

乾

焼

の

ひ

ど

い

園

で

は

潜

水

巻

九

月

は

苦

十

-

石

灰

や

肥
制
石

一
、
鮎
果
樹
で
は
、
サ
ピ
ダ
ニ
が
し
ま
し
ょ
う
。
灰
の
腕
同
時
mw
で
す
。
今
か
ら

一
発
生
す
る
時
期
で
す
。
七
月
カ
イ
ガ
ラ
虫
類
や
、
竹
ピ
ダ
準
偏
在
し
て
、
適
期
に
施
す
よ

一
ハ
一
回
目
(
の
防
除
に
引
き
つ
づ
ニ
の
問
除
を
行
わ
な
か
っ
た
闘

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

一
き
ア
カ
ー
ル
千
J

千
五
百
倍
被
で
は
、
ア
カ
ダ
ニ
の
発
庄
が
多
(
農
業
改
良
普
及
事
務
所
)

一
を
散
布
し
ま
し
ょ
う
。
く
な
る
の
で
、
充
分
注
意
し
て

一一
一農

事

一一J
l
y-
一芳
一

【
み
か
ん
】

聖
大
さ
ん
か
ら

「
私
は
収
容
所
に

酌
容
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
満
足

な
も
の
付
贈
る
と
と
が
出
来
ま
せ

ん
が
被
決
者
の
万
に
あ
げ
て
く
だ

さ
い
.
」
と
大
村
市
長
あ
て
に
水

害
艶
桐
金
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

(
庶
務
課
)

暖
か
い
義
摘
金

水

害

被

災

者

ヘ

水
害
見
舞
品

団

の

さ

回

文

議

衆

一

査

害

問

査

木

代

h
v

一

周

水

訪

調

荒

子

団

一

吾

の

を

害

表

金

査

一

言

日
村
・
次
代

h
v
調

一

水

八

大

党

府

土

害

回

一

た

月

に
会

政

議

災

員

一

L
七

察

社

h
v
代

党

委

一

才

が

視
hv
士

野

主

策

一

日
本
脳
炎
は
七
月
か
ら
患
者
が

訪

た

び

o
議

議
民
対
一

を

か

よ

た

代

hv
白
書
一出
は
じ
め
、
九
月
も
申
旬
を
す
ぎ

村

立

れ

諮

問

臥

替

が

ふ

く

と

ろ
に
な
る
と
発
病

大

つ
見

れ
h
v
部

士
議

一者
も
少
な
く
な
る
と
い
う
極
端
に

一夏
駒
だ
げ
の
病
気
で
す
。
そ
の
症

状
は
高
熱
(
三
十
九
度

t
四
十
度
)

と
強
十
神
経
症
状
を
呈
レ
、
か
か

っ
た
人
の
約
三
十
五
%
が
死
亡
す

る
b
f

云
わ
れ
る
ほ
ど
致
命
率
が
高

い
も
の
で
す
。
ま
た
死
亡
ぞ
ま
ぬ

か
れ
?一人
で
も
二
十
%
1
三
十
%

程
度
目
運
動
や
知
能
的
障
害
な
ど

の
静
遺
症
が
あ
り
ま
す
。

日
本
附
炎
の
ビ
ー
ル
ス
は
人
ば

か
り
で
な
く
牛
、

馬
、
豚
な
ど
の

動
物
も
お
か
し
て
新
病
戸
せ
る
乙

b
f

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
小
児
マ

ヒ
と
同
じ
よ
う
じ
病
毒
(
ビ
ー
ル

ス
)
は
多
数
の
人
や
、
動
物
に
ひ

ろ
が
っ
て
お
り
な
が
A
症
状
を
あ

ら
わ
さ
な
い
い
わ
ゆ
る
ズ
顕
性
感

染
の
形
を
と
っ
て
い
て
、
そ
の
中

の
一
部
の
人
が
発
病
す
る
の
で
す

詐
病
者
は
子
ど
ム
や
老
人
に
多

く
、
体
力
が
闘
っ
て
い
あ
は
あ
い

8月のメモ
1日-31日田市内~斉手洗運動
4日zそ}タ}ボート第一節
8日=盆の民踊諸習会03時30分へ16時)
中央公民舘

8日""24日z フィラリ ア病集団検血実施
11日E モーターボ}ト第二節
11日=レコ ードコンサー トC19時-211f.わ
中央公民舘 11 
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発と の 熱た育の代じ市民十会 H1
-や水 心つの問表た政舘名 の I.... 
幼防替 に て 問題者。 懇 でが各 1・L
F荏 e，応 質 身題、は 談 市十地 Itv
画燈急 間近そ工新 会長九 l孟 ~、
の ω 対 しかの場庁 をを日代 1f11
いるの 自早結っすと だのな入増 illi'
との 幸 治急巣ー〈甫 乙 なだど院散コJ[T
答で樹はにそ っ 説 政 れどかに費、三i怯
え、のは 実見 詳 明全にのらもやな 1-1/、
ま そた限現て紺1し般対反努お税ど r、
しのめらし実 bこ たにし省力せ金をとこY
た点にれた施 説 のつ市もしわu.製~
。も使 たい出胡ちい長あてにど望
(諒う予。来し質てはり支 なほし
庶承 ベ 算 る、問わ 水 ま払つ市
務願 き を も調にか害しうて立病
課いで市 の査もり状たベい病院
)たあ民 はの ー や況 。きる 院 の

市
内
料ミ

!普

b c; 
番
地
σ〉
韓

た
ば
こ
は
忘
れ
ず
に
市

内
の
小
売
庖
て
買
い
ま

し
ょ
う
。

(
税
務
課
)

八
月
の

L
お
り

台
風
の
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て

来
ま
し
丈
。
そ
乙
で
台
風
に
そ

な
え

τ、
ロ
1
ソ
ク
や
マ

ヲ
チ

は
い
つ
で
払
誰
で
も
す
ぐ
わ
か

る
と
と
ろ
に
あ
「
て
お
き
ま
し

ょ
う
。屋
根
や
同一
戸
、
ト
イ
な
ど
い

た
ん
で
い
!
る
と
と
ろ
M
‘
阜
自

に
手
入
れ
を
し
、
天
気
平
報
隠

あ
く
ま
で
予
報
で
、
台
風
め
コ

ー
ス
日
変
る
と
と
が
あ
り
ま
す

が
「
無
臥
ふ
な
勺
マ
患
い
。
い

と
思
ろ
ぐ
ら
b
の
気
持
ち
で
‘

あ
れ
と
れ
準
僻
す
あ
と
と
で
す

自
分
配
穿
村
人げ
1

む
¥
近

所
の
人
々
L
E
t
T
柄
穀
l
て
、
共

同
わ
対
策
を
タ
て
る
と
、
被
害

率
最
小
島
に
す
る
ζ
と
が
ド
探

ま
ず
し
、
心
強
b
も
の
で
す
。

{償
材
課
}



る
乙
と
が
ぜ
き
ま
せ
ん
。
一
い
な
い
学
習
場
完
成
さ
せ
る
と
と

そ
こ
で
子
供
と
相
談
し
て
長
い
一
も
に
、
日
ご
ろ
勉
強
し
た
作
品
な

一
時
間
か
か
っ
て
で
き
る
学
習
を
工
一

一

一

ど

晶

整

理

さ

せ

て

、

二

学

期

に

備

一夫
し
て
く

だ

さ

い

。

一

一

一

え
る
よ
v

ち
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

一

た
と
え
ば
動
植
物
の
継
続
観
察
一
せ
ん
。

一
と
か
、
社
会
事
業
の
研
究
模
型
づ
一

夏
休
み
は
子
供
に
乙
っ
て
た
の

-り
ご
ろ

ιな
っ
て一

慌
に
や
り
あ一

一

3

一
り
、

工
場
の
見
学
な
ど
い
ろ
い

一

¥

ブ

ー

ヲ

A
却

し
い
朗
刷
C
ず
。

そ
こ
で
長
い
則

7
よ
ろ
と
1
-
で
ム
リ
な
勉
強
を
す
一

I

一

弘

炉

/

砕

ル

仰

』

、

、

。

一

ろ
な
教
科
詔
じ
な
く
て
身
近
か
に
一
久
跡
的
情
V
V

「
料
以

V

間
か
か
る
実
腕
や
以
駅
、
H
f
ろ

る
乙
と
が
多

uょ
う

で

す

一

一

f
h

耕一wは
j
z
o
-

一
と
ろ
が
っ
て
い
る
有
効
な
と
と
が
一

£

、
I
J
U
ム
2
E一

の
時
間
で
は
一
き
な
い
引
習
的
補

烹
ザ
作
一引
は
朝
の
り
ず
レ
い
う

一

一

ぷ

臥

爪
¥
1

持
続
諒

ー

一

'
i

一ら
の
研
究
が
あ

り

ま

す

。

一

ム

‘

必

1
A一判一一一

充
中
ま
と
め
な
ど

円

分
主

HF
ち
に
、
ま
仁
そ
の
日
ド
々
ら
な
り

一

一

司

込

心

ツ

メ

一

也

統

一己

を
立
て
さ
せ
手
へ
そ

て
自
覚

れ
ば
ぷ
ら
な
い
だ
け
争
必
ず
仕
あ
一
図
書
舘

は

夜

七

時

一

/
今

m
L
r
t
r

と
自
信
な
つ
け
た
の
じ
い
探
み
一げ
ゴ
せ
る
よ
う
L
し
ま
し
ょ
う
。

一

一

/
W
M
M
p
r
A仏

一

ま

で

一

/
W
ぽ
い
k

u

j

を
す
ご
す
よ
う
に
指
導
す
る

'
と
一

と
く
γ
問

題

仏

ど

は

前

も

っ

て

一

一

戸

川

口

引

w
u
dr
〆

が
大
切
で
す
ω

一計
一岡
本
立
亡
さ
せ
、
き
ち
ん
き
ち
一

乙
れ
等
の
学
習
を
し
た
り
、
ま
一
ー

'

一
ん
L
~
仕
め
げ
き
せ
る
と
と
が
大
切
一
た
、
い
つ
も
説
え
な
い
長
へ
ん
の
一

特
に
夏
休
み
の
最
後
の
日
に
は

一
で

す

。

一

読

み

も

の

な

ど

の

参

考

意

図

書

一

あ
す
学
校
に
持
っ
て
行
く
も
の
を

一

一が
図

京
耐
に
た
く
さ
ん
そ
ろ
っ
て
一
じ
ゅ
う
ぶ
ん
点
検
さ
せ
、
忘
れ
も

二

継

続

研

究

の

時

期

一
お
り
ま
す
し
夜
も
七
時
ま
で
開
舘
一
の
の
な
い
よ
う
に
注
意
霊
わ
せ

夏
休
詮
子
供
f

と
っ
て
自
分
一
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
大
い
に
利
一

る
こ
と
が
必
要
で
す。

の
力
で
何
で
も
仕
あ
げ
る
の
に
い
一
周
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

炉内
ほ
ん
よ
い
時
期
で
す
。

大村市政だ昭和37年 8月 1日
〈昭和33年4月22日第三模別便物認司〉 (二〉(才328号)よ

夏
休
み
の
学
留
生
活

1Y
と
な
も
協
力
し
よ
う

(毎月1日.10.日20日発行〉

宿
題
は
毎
日

少
し
づ
っ

学
校
で
は
時
聞
に
制
限
が
あ
っ

て、

一
つ
の
と
と
に
時
間
を
か
け

夏
休
み
帳
房
審
さ
は
じ
め
る
こ

と
が
子
供
に
と
っ
て
は
一
つ
の
た

の
し
み
で
す
が
、
日
が
た
つ
に
つ

れ
て
、
だ
ん
だ
ん
な
ま
け
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
休
み
の
終

毎
年
カ
ッ
パ
達
で
に
ぎ
あ
う
玖
一
ま
す
J

島
崎
海
水
浴
場
と
松
晴
海
水
浴
場
一

日
島
竹
海
市
ヘ
浴
が
ヌ
れ
る
万
の

開
き
は
七
月
八
日
の
水
習
で
お
く
一
た
め
に
、
大
村
市
営
波
止
待
合
所

れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
大
村
保
健
一

前
か
ら
日
島
行
の
定
期
船
を
八
月

所
で
行
っ
た
水
質
検
査
の
結
果
が
一三
十
一
日
ま
で
運
行
し
て
お
り
ま

糊

良
好
で
あ
っ
た
の
で
七
月
二
十
二
す
。

水禍

制
海
水
狩
場
を
明
く

玖

、、

i

-ノ
イ

i
J
J
l
l

ぁ噸

玖
島
崎

・
松
原
海
水
浴
場

顎

目
か
品
開
場
し
ま
し
た
。
一
ム
時
間

(

今
年
は
無
料
休
憩
附
も
拡
大
さ

一

八

時

五

O
分
よ
り
十
七
時
ま

れ、

公
衆
電
話
.
場
内
放
送
、
夜
一
で
、
三
十
分
毎

間
照
明
、
飛
び
込
み
台
、

シ
ャ
ワ
一
ム
料
金

1
、
貴
重
品
あ
づ
か
り
所
な
ど
を
一
大
人
五
O
円
、
小
人
三

O
円

も
う
け
安
全
管
理
に
つ
と
め
て
い

一

(
商
工
水
産
課
)

夏
休
み
の
問
に

病
気
の
治
療
を

ニ
学
期
の
準
備
を

健
康
診
断
の
結
果
で
治
療
を
要

す
る
病
気
は
、

夏
休
み
の
聞
に
治

慣
を
す
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

病
気
や
例
え
ば
む
し
歯
、
限
、
耳

の
治
療
な
ど
は
ぜ
ひ
夏
休
み
申
に

す
ま
せ
た
い
も
の
で
す
。

(
教
育
委
員
会
)

夏
休
み
が
終
り
に
近
づ
く
戸
子

供
た
ち
は
夏
休
み
の
生
活
に
あ
き

は
じ
め
、
や
が
て
は
じ
ま
る
二
学

期
や
待
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

絡
り
の
一
週
間
目
ぐ
ら
い
に
な

っ
た
ら
、
そ
れ
ま
で
に
完
成
レ
て

レ
コ
ー
ド
・
コ
ン
サ

一フ

・パ

口
マ

そ
何
他

第
三
部
ル
ピ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
特

併
升

ロ
マ
ン
ス

道
出
役
者

忘
ら
れ
じ
円
舞
曲

火
祭
り
的
問

第
三
曲
目
白
局
の
湖

ヂ
ャ
イ
コ
ア
ス
キ
ー
作
曲

第
阿
部

そ
の
他(教
育
委
員
会
)

ー
ト
を
行
い
ま
す

ム
日
時

八
月
十
一
円
(
土
唱
臼
)

午
後
七
時

t午
後
九
時

ム
会
場

申
央
公
民
舘

ム
入
場
料

無
料

ム
曲
目
第
一
部
ハ
ワ
イ
ア
ン
特
集

ブ
ル
l

ハ
ワ
イ

ア
ロ

ハ
・オ
エ

月
影
の
な
ぎ
さ

密
集
地
区
を
戸
別
に
消
毒

自
動
散
粉
機
で

保
時
間
衛
生
課
で
は
、
七
月
八
日
一
伝
染
病
の
発
生
予
防
に
つ
と
め
て

の
集
開
豪
雨
L
よ
っ
て
と
く
に
漫
一
お
り
ま
す
。

水
の
は
げ
し
か
っ
た
地
区
そ
散
粉
一
季
節
的
に
も
伝
染
病
の
多
発
期

機
を
使
用
し
て
各
一戸別
じ
消
毒
を
一
に
も
入
っ
て
お
り
ま
す
の
で
各
人

行
い
ま
し

た

。

一

健
臨
じ
注
意
し
て
伝
染
病
迫
放
に

ま
た
他
の
被
害
地
区
に
は
襲
剤

一御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

撒
布
や
翼
剤
の
配
布
な
ど
を
行
い
一
(
保
険
衛
生
課
)

ハ
写
真
)
H
活
服
す
る
自
動
散
粉
機

市
役
所
対
抗
バ
レ

i
…

小

児

マ

ヒ

予

防

で

に
生
れ

た

も

の

で

、

ま

だ

ム

料

金

川

田
川
一
座
し
で
い
な
い
も
の。

接
留
保
持
-
奈
川
昭
和
=
平
七
信
州

ポ

l
ル
大
会
が
行
わ
川
…

接

種

を

実

胸

同

第

二

岡

目

掛

接

種

し
て
六
カ
暖
市
窓
額
が
均
等
割
以
上
の
ふ

れ

ま

す

.

川

l

月
以
上
経
過
し
た
も
の
は
二
百
七
十
一
円
、
均
甥
剖
の
人
…

県
下
市
役
刑
対
抗
バ
レ
1

ボ
|
…

ソ
i
ク
ワ
ク
チ
ン

一昨
射
)
に

付
す
で
に
第
三
回
目
を
健
一
種
し
は
六
十
八
円
、

非
件
耕
者
は
無
料
…

ル
大
会
が
つ
ぎ
の
要
領
で
開
催
さ
…
よ
る
巾
児
マ
ヒ
予
防
時
間
一
括
つ
ぎ
て
一
年
以
上
経
過
レ
た
も
の
で
す
。
当
日

受
付
り
や
徴
的
し
ぶ

れ

立

す

。

…

の

醇
領
C
実
悔
し

ま

す

の

で

、

該

す

。

川

会

時

…

当
者
の
万
は
八
月
十
一

円
ま
で
に

ム
実
施
日
時
お
よ
び
勢

A
そ
の
他

川市
保
険
衛
庄
一
P
ま
た
は
特
出
張
附
i

八
月
二
十
日
H
H
保
険
街
中止
観

申

し

込

ム

者

に
叫
ハ
ガ
キ
で
諦
…

…
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
八
月
二
十
一
日

H
町
守
一病
院
知
し
ま
す
の
て
そ
の
通
炉
事
ん

宮

該
当
者

八
月
二
十
言

H
竹
松
出
禁
母
子
手
帳
を
持
参
レ
て
く
だ
き
い

じ
昭
和
一
一一
十
四

宅

竺

日

か

時

聞
は
い
ず
れ
も
午
後
一
時
三

r
保
険
衛
生
観
)…

ら
三
十
七
年
四
月
三
十

日

ま

十

分

か

ら

三

時

三

十

分

ま

で

川

ム
場
所

八
月
五
日
(
日
曜
日
)

午
併
九
時
か
ら

大
村
小
学
校
校
庭

民
踊
講
習
会
を

ひ
ら
く

ム
日
時

八
月
六
日

午
後
一
時
三
十
分

t
午

稜
四
時
デ
十
分

ム
会
場
内
庁
f

公
民
舘

ム
対
象
一
般
開
民

心
内
容
大
村
柿
盈
恥
り
コ
ン
ク

ー
ル
F
題
曲

そ
む
佐

ム
受
問
問
料
不
事

ム
観
部
長
崎
レ
ク
リ
エ
1
シ
ヨ

ン
傍
会
石
橋
輝
興
先
生

(彰
育
委
E
F
会』

社
会
福
祉
事
業
に

寄
付

市
内
本
町
四
丁
目
徳
田
正
男
民

は
社
会
福
組
事
業
に
と
、
キ
ャ
ラ

メ
ル
四
百
個
を
お
く
ら
れ
ま
し
た

(福
松
事
務
所
)

災
害
復
興
住
宅
資
金
を
貸
付
け

今
次
水
曹
の
た
め
住
宅
に
損
害
賃
借
入、

叉
同
居
住
者

存
受
付
六
万
r
h
住
宅
金
臥
公
障
が

ム
貸
付
付
守
安
げ
る
乙
と
の
で
き

決
害
復
興
住
宅
mu
控
酔
又
同
構
修

ヌ
災
害
徳
興
任
宅

賢
金
の
貸
付
M
U
を
い
た
し
ま
す
。
二
戸
当
り
の
佐
宅
都
分
(
併
用

耗
望
む
万
は
再
建
世
相
伊
叉
H
M

十

住
宅
制
任
宅
都
台
)
の
床
面
積

八
判断
わ
大
村
安
庖
へ
申
し

込

み

下

が

十
=
一平
方
メ
ー
ト
ル
{約
四

坪
)
以
上
六
十
七
平
方
メ
l
ト

ム
申
込
臥
限
八
月
一
日
J
八

月

ル

r
約
二
斗
坪

)
E下
で
あ
る

十

五

日

と

と

ム
資
格
者

群
し
い
と
と
は
、
建
設
課
又
は
十

和
政
直
航
の
建
物
の
価
額
の
二
八
銀
行
大
村
安
居
へ
・
節
目柑
ね
下
さ

劃
以
上
の
被
害
を
受
付
、
か
つ
佐
い
。

宅
都
分
が
そ
の
建
物
全
体
の
ご
分

の
一
以
上
あ
る
家
屋
の
所
有
者
、

岨
F

れ
H
W1
H
肝
射
ι“目
ド
ム
"
白

τ“
"vh胃
h甲h
H
"v
h
-
F
“F
れ
H
U
M

ム
七
夕
笹
二
本
サ
ツ
マ
芋
十
五

キ
ロ
柴
田
光
富
士
服
行

ム
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
ア
ヤ
メ
、
石
竹
ム
粉
ジ
ュ
ー
ス
一
キ
ロ

諌
早

水

主

町

森

卯

太

郎

大

島

巌

根

心
鯉
の
ぼ
り
六
十
‘
ゴ
ム
風
船
八
ム
く
つ
下
五
足
ズ
ボ
ン
一
ニ
枚
杭

十
コ
立
川
俊
二

郎

出

津
三
区

小
野
下
葉
子

ム
絵
本
四
十
回
岩
船
入
江
治
郎
ム
郵
便
受
一
コ
岩
永
学

県

で

は

入

植

者

を

つ

ぎ

の

と
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